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         家 兎 肉 腫 のHalogenacylase作 用 に就 きて

       9

             醫 學士 市 岡 冬 太 郎

 家 兎 膵 臓 のCarboxypolypeptidase作 用(1)の 研 究 に依 り,兎 膵 潰 浸 液 は 豚 膵 潰 浸 液 と異 り,

Benzoyldiglycin叉Phtalyldiglycinの 分 解 能 無 きを観 察 せ り.兎 膵 液 はChloracetyl-1-phenyl-

alaninを 分 解 す る も, Bromisocapronylglycinを 水 解 し得 す,之 甚 だ興 味 あ る結 果 となせ り・

 腫 瘍 組 織 に關 して は未 だAcylase又Halogenacylaseの 研 究 報 文 な く,唯 内 野,吉 岡 及 島

津 等(2)は,家 難 肉 腫 叉 肝 に依 るBenzoylglycin叉Benzoyldiglycin分 解 陰 性 な る も・dl-Brom-

isocapronylglycinは 肉 腫,肝 叉筋 に依 り水 解 せ ら る と報 告 せ り・

 著 者 は家 兎 叉 家 難 肉 腫 に依 るChloracety1-1-phenylalanin 54 dl-Bromisocapronylglycinの 分 解

試 験 を精 盃 し,更 に各 種 臓 器 の 之 等 に勤 す る態度 を観 察 せ り(表1及3)・ 既 に報 文 に も見 る如

く,家 難 肉 腫,肝 ・筋 叉 腎 は 何 れ も相 當 に よ く分 解 せ り.殊 に前 者 は 比 較 的 容 易 に分 解 せ ら る・

   表lChloracetyl-1-phenylalaninの 分 解(PH 7.2)    家 兎 肉 腫 又 筋 肉 は爾Halo-

       (lccm中NH2-N増 加mg)        genacylaminos蝕reを 分 解 し

動 物 糊 肉 腫 筋 ・ 肝 腎 脾 欝 醐 粥 刻卑のみよく

                            分解陽性成績を示せり.而 し

家 兎ll -8.。118:lll 8:;191:1?18:lllてCh1。,ace,ylph。ny1。1、n、 。 .

 家 難1窪8潟8溜 器Llll一 の扮 解容易な り・・嚇

                            肝,腎 叉脾に比 して,肉 腫酵

  表2家 兎腎に依 るChloracetyl-1-phenylalaninの 分解  素作用は質的 にも梢。趣 を異

        (1ccm中NH2隔N増 加mg)       にする観有 りて,筋 肉も亦分

  時間            PH              解 能 陰 性 な るは  Kathepsin

  (時) 5・0  6・0  6・5  7・0  7・5  8・0   作 用(3)の 揚 合 に 甚 だ 似t: b・

   ,1繍 擁 欄1:1911二lll櫓 韻 嚇 るは家兎肉腫 と家難

. 72 0'260 1278 1'280 1'289 1'253 1●159  肉腫 との聞に見 る差 違 に し

て,殊 に難肉腫の分解能 あるは大に注意す可きに足 る.郎 ち動物を異 にする特性 として観 らる

る爲め也.

 内野等c3)は特殊ア ミノ酸含有Peptidの 分解能槍査に依 り腫瘍酵素作用特性の研究方法の一

と考へ しが,本 研究 も亦 その意味に於て,動 物を異にし,叉 組織 を異にする事に依 り,一 定の
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特 性 知 見 を得 る に非 ず や,興 味 あ る研 究 結 果 と考 ふ.

 家 兎 肉 腫 潰 浸 液 を以 つ て Benzoylglycin, Benzoyld三91ycin叉Phtalyldiglycinの 分 解 試 験

(PH 6.0,7.0,8.0)を 試 み し も全 部 分 解 を認 めす・(特 に表 示 せ す)・

   表3dl-Bromisocapronylglycinの 分 解(PH 7.2)    家 兎 腎 は 著 明 にHalogena-

        (1 ccm中NH2-N増 加mg)       cylaminosauren を分解する

動 物 糊 肉 齢 肉 肝 腎 脾 古婦 にその辮 髄 際 を

                              検索 した るに,何 れもPH 6.5

家 兎ll i 8'Oii 8:lll l:lll l:lll鵬 一,.,に 辮 値最大な、を認

 家  難 霧  8:1認 器豊 8認1 8:ll9 一   む・PH 65に 於ても禽相當分                                       ノ

                              解値の大 なるは注意すべ きも

  表4家 兎腎に依 るdl-Bromisocapronylglyc三nの 分解   のな り.(表2及 び4)

        (1 ccm中NH・N勒l mg)   實 験 部

  時間           PH              酵素液は組織粥の三倍容量

  (時) 5・0  6・0  6・5  7・0  75  8・O   GIycerin-Wasser(6:4)の 潰

   21-8釧1:lll騰1:1918:甥8:翔 浸 液 を調 製 し氷 室 ・・貯 へ 基

   72一 〇・0320・2250・4170・53605360・450 質 液20ccm蹴 き2-4・ccm

の割 に添 加 混 和 し,ト ル オ ー ル重 暦 の許 に37。 に消 化 せ しむ.基 質 は計 算 量n-NaOHを 力il～

Na魔 と して 溶 解 し,一 定 調 節液 を加 へ1/20 Mo1溶 液 に な ら しむ.

 清 化 液1 ccmに 就 き, Van Slyke法 に てNH2-Nを 定 量 す.劉 ・照 と して 基 質 な き酵 素 液

の み の,同 條 件 下 の 浩 化 試 験 に就 き同様 の 定量 を行 ふ.

 劃・照 値 叉 試 験 直後 値 を 引 去 りた る,NH2-N増 加 値 を表 に掲 ぐ. Halogenacylaminosaureに

及 ぼ ず溶 液 反 慮 の影 響 を知 る爲 め,煮 沸 酵 素 液 を 以 つ て,同 様 條 件 下 に沿 化 せ しめ †二る も,何

等NH2-Nの 増 加 を認 め す ・

 本 研究 に野 し文 部省 自然科學奨學資金 を下附 されたる を深 謝す・

                              (昭和十一年六月京大化研第十回大阪講演會にて登表す)
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